
態

撃騰1騰 報
・●

嚢

●

◎

　　　　　獅子舞
　10月11日（土）、須賀広八幡神社において、

須賀広ささら保存会によるささら獅子舞が

行われました。

　小学校1～4年生が一生懸命に獅子を演

じていました。
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都
市
計
画
と
は

　
都
市
に
は
、
人
が
集
ま
り
、
働
き
、

学
ぴ
、
そ
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
誰
も
が
自
分
の
都
合
だ
け
で
生

活
し
た
り
、
仕
事
を
し
た
り
す
る
と
、

他
人
の
生
活
や
仕
事
に
迷
惑
を
か
け
た

り
、
全
体
か
ら
見
る
と
不
都
合
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
都
市
で
は
土
地
の
使

い
方
や
建
物
の
建
て
方
の
マ
ナ
ー
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
マ
ナ
ー
を

共
通
の
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
、
そ
れ
を

お
た
が
い
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
都
市
で
生
活
す
る
上
で
、
道

路
、
公
園
な
ど
の
ま
ち
の
骨
組
み
と
な

る
公
共
施
設
（
都
市
施
設
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
）
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
住
宅
地
と
い
っ
て
も
建
物

の
建
つ
敷
地
だ
け
あ
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
く
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
か
ら
で

す
。　
こ
う
し
た
み
ん
な
に
共
通
す
る
都
市

施
設
は
、
ま
ち
の
中
の
住
宅
な
ど
の
分

布
、
人
や
物
の
流
れ
、
他
の
都
市
と
の

関
係
な
ど
を
考
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
計

画
を
立
て
て
お
き
、
そ
れ
に
し
た
が
っ

て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

り
、
古
く
な
っ
た
ま
ち
を
つ
く
り
直
す

た
め
に
も
、
町
全
体
の
中
で
の
そ
の
地

●

区
の
役
割
な
ど
を
考
え
て
計
画
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
の
使
い
方
や
建
物

の
建
て
方
の
ル
ー
ル
、
ま
ち
の
将
来
像

に
つ
い
て
の
方
針
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
多
く
の
事
柄
を
相
互
の
関
係

を
考
え
な
が
ら
定
め
て
い
る
の
が
「
都

市
計
画
」
な
の
で
す
。

　
江
南
町
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
線
引

き
を
行
い
、
全
面
積
二
千
二
百
三
十
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
に
分
け
ま
し
た
。

行
政
面
積
（
町
の
面
積
）
は
現
在
、

二
千
二
百
八
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
都
市
計
画

区
域
面
積
を
行
政
面
積
に
合
わ
せ
る
よ

う
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
既
に
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
区
域
及
び
優
先
的
か
つ
計

画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
で
、

百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
用
途
は
、
第
一
種
住
居
地
域
七
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
準
工
業
地
域
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
工
業
地
域
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

工
業
専
用
地
域
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

途
地
域
ご
と
に
、
建
築
物
の
用
途
の
制

限
や
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
、
高
さ
の
限

度
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
る
区
域
で
都
市
計
画
法
に
定
め
ら

れ
た
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な

け
れ
ば
、
建
築
物
等
を
建
築
す
る
た
め

の
開
発
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（2）

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
土
地
区

画
整
理
法
に
基
づ
く
事
業
で
あ
り
、
土

地
所
有
者
等
か
ら
土
地
の
一
部
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
道
路
や
公
園
等

の
新
た
な
公
共
用
地
と
し
て
活
用
し
、

整
然
と
し
た
市
街
地
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
居
住
環
境
を
向
上
さ
せ
、
宅

地
の
利
用
増
進
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
全
国
的
に
み
て
も
、
人
口
や
産
業
が

急
激
に
集
中
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
防
災

上
、
環
境
上
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
が
お
こ

っ
て
い
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
公
共
施
設
の

整
備
が
面
的
に
一
括
し
て
で
き
る
点
に

最
大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
日
照
、
排
水
、
道
路
交
通
の

面
で
も
大
き
く
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
不

整
形
地
が
整
地
さ
れ
宅
地
の
利
用
増
進

も
図
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
こ
の
よ
う

な
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
施
行
地
区

内
の
土
地
に
つ
い
て
各
筆
ご
と
に
換
地

を
指
定
し
、
従
前
の
宅
地
上
に
あ
る
建

築
物
等
を
換
地
に
移
転
し
、
換
地
処
分

に
よ
っ
て
従
前
の
土
地
に
つ
い
て
の
権

利
関
係
に
変
更
を
加
え
ず
公
共
施
設
の

築
造
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
公
共
施
設
の
新
設
に
要
す
る
用

地
は
、
地
権
者
の
方
々
か
ら
分
け
て
い

●

た
だ
く
、
こ
れ
を
「
公
共
減
歩
」
と
い

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
事
業
費
に
充
て
る
た
め
に

一
定
の
土
地
を
換
地
と
し
て
定
め
な
い

で
、
保
留
地
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
保
留

地
減
歩
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に
減
少

と
は
、
公
共
減
歩
と
保
留
地
減
歩
を
合

わ
せ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
昭
和
五
十
五
年
に
県
知
事
よ
り
事

業
認
可
を
得
て
始
ま
り
、
こ
の
事
業
に

よ
り
、
道
路
や
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ

ま
ち
は
見
違
え
る
程
立
派
に
な
り
、
排

水
面
で
も
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
完
成
し
た
の
も
地
権
者

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
た
ま
も
の
と
存
じ
ま
す
。
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前
の
ぺ
ー
ジ
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に

町
の
市
街
化
区
域
は
、
全
体
で
百
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
九
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
江
南
中
央
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業
で
整
備
済
と
な
り
、
残

り
の
多
く
が
未
整
備
区
域
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
計
画
し
て
い
る
の
は
二
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
で
（
下
図
参
照
）
江
南

中
央
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
と
位
置

づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
排
水
施
設
の
な
い
狭
い

砂
利
道
が
多
く
、
早
急
な
る
整
備
が
必

要
な
区
域
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
道
路
は
基
本
的

に
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
雨
水
は

道
路
の
両
側
に
布
設
す
る
側
溝
か
ら
調

整
池
に
排
水
さ
れ
ま
す
。

　
公
園
は
四
箇
所
に
配
置
し
、
面
積
は

二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
約
三
パ
ー
セ
ン

ト
を
確
保
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
道
路
、
公
園
、
排
水
施

設
な
ど
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
が

整
備
さ
れ
、
適
正
な
幅
員
の
道
路
が
配

置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
輔
の
通
行

が
円
滑
に
行
わ
れ
、
歩
行
者
の
安
全
が

確
保
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
道
路
は
避
難
路

と
し
て
、
公
園
は
避
難
場
所
と
し
て
も

役
立
ち
ま
す
。

　
町
で
は
、
組
合
を
設
立
し
て
事
業
化

を
図
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

建
設
省
へ
の
補
助
金
申
請
の
た
め
に
、

基
本
計
画
の
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
八
年
十
月
十
一
日
付
で
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
う
け
て
、
平
成
九
年
二
月
二

十
六
日
に
施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区
域

の
公
告
を
し
、
未
登
記
の
借
地
権
の
申

告
の
受
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
四
月
か
ら
は
同
意
書
の
取
り
ま

と
め
に
入
り
ま
し
た
が
、
同
音
筆
日
が
集

ま
り
し
だ
い
、
県
知
事
あ
て
認
可
申
請

を
行
い
、
認
可
後
組
合
の
設
立
総
会
の

運
び
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
資
金
計
画
で
す
が
、
国

県
、
町
の
補
助
金
及
び
保
留
地
処
分
金

で
約
三
十
六
億
円
を
計
上
し
、
支
出
と

し
て
は
、
道
路
築
造
費
や
建
物
移
転
費

な
ど
が
多
く
占
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
長
い
年
月
と
多
大

な
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
市
街
地
全

体
の
整
備
を
目
指
し
て
、
今
後
も
都
市

計
画
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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　継続懸欝劉1 ％詫　 ・　 　　 ／　　保護者が働いていたり、病気などの理由で、家庭

　現在、保育所に入所している児童で、来年　　　において保育できない児童を対象に・来年4月から

4月以降も引き続き入所希望されるかたも・　　保育所に入所希望されるかたの申込み受付を次のと
新たに申込みが必要となります・　　　　　 　おり実施します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込みに使用する入所申込書および勤務証明書の

　低年購i糟，『：ヒ▽冒　　　　　 『　　　　　用紙は、役場住民福祉課に用意してありますので、早

　0歳児・1歳児の保育を希望されるかたは、 　めに用紙を取りに来て受付期間までに書類がそろう

役場住民福祉課へこ相談ください。　　　　 　よう準備してください。

※問い合わせ先　役場住民福祉課　智36－1521（内224）
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導
△
穿
ヲ
、
あ
薫
循
（
入
所
で
き
る
旧
生
呂

・
保
護
者
が
昼
間
、
家
庭
の
内
外
で
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
家
庭
内

で
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

・
保
護
者
が
出
産
の
前
後
お
よ
び
疾
病

の
状
態
に
あ
る
場
合
。

・
保
護
者
が
病
人
等
の
看
護
に
あ
た
っ

て
い
る
と
き
。

・
親
の
い
な
い
家
庭
。

・
家
庭
が
災
害
に
遭
い
、

っ
て
い
る
と
き
。

復
旧
に
あ
た

　
入
所
希
望
の
か
た
は
、
申
込
書
お
よ

び
必
要
な
書
類
を
作
成
し
、
左
表
の
日

程
に
よ
り
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
事
を
証
明

　
す
る
書
類
）

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
申
込
み

　
す
る
か
た
は
在
職
・
内
職
・
自
営
証

　
明
書

②
保
護
者
が
疾
病
の
状
態
、
ま
た
は
疾

　
病
者
等
の
看
護
に
あ
た
る
場
合
は
、

　
医
師
の
診
断
書
・
身
体
障
害
者
手
帳

　
等
③
出
産
予
定
の
場
合
は
母
子
健
康
手
帳

　
（
保
育
料
認
定
の
た
め
の
書
類
）

O
給
与
所
得
者
の
か
た
は
、
平
成
九
年

分
源
泉
徴
収
票
（
提
出
期
限
二
月
三
日
）

、一．、。響諭　　翻蝿縄等

江南保育所 町外の保育所

受
付
期
問

　12月16日（火）

午前9時～午後4時半
まで（但し、正午～午後

1時までは除く）

12月1日（月）～

　　12日㈹まで
午前8時30分～
　　　午後5時まで

受
付
場
所

保健センター

（役場西建物1階）
役場住民福祉課

保
育
時
問

通　常
開所：午前8時30分
閉所；午後5時
※送迎バスは、保育時
　問内で運行されます。
長時問（最長で）

開所：午前7時30分
閉所：午後6時30分
※別途申込みが必要。
※いずれも土曜日は12
　時まで。

希望される保育所によ

り異なります。

保
育
料

　保育料は、児童の年齢・保護者の所得や資産

の状況などにより異なります。

O
確
定
申
告
の
か
た
は
、
平
成
九
年
分

確
疋
申
告
書
の
控
（
提
出
期
限
三
月
十

六
旦
O
平
成
九
年
一
月
一
日
以
降
に
江
南
町

に
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
平
成
九
年
度

市
町
村
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
課

税
証
明
書
、
ま
た
は
非
課
税
証
明
書
、

（
旧
住
所
地
の
市
町
村
役
場
か
ら
お
取

り
く
だ
さ
い
）

　
こ
れ
ら
の
書
類
は
入
所
児
童
の
扶
養

義
務
者
全
員
（
父
・
母
・
祖
父
母
）
に

つ
い
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
育
所
の
入
所
承
諾
は
、
申
し
込
み

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
入
所
の
承
諾
は
二
月
末
ご
ろ
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

o
申
込
み
の
内
容
に
著
し
い
虚
偽
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
入
所
の
承
諾
が
取

り
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
ほ
か
、
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
を

対
象
と
し
、
町
で
認
定
し
た
家
庭
保
育

室
が
町
内
に
一
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

　
江
南
幼
保
園
　
代
表
　
小
林
と
志
子

　
　
　
住
所
　
押
切
二
五
六
〇
ー
二
二

　
　
　
電
話
　
三
六
－
八
五
九
七

※
な
お
、
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
直
接

家
庭
保
育
室
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

　
●

o
名
称

○
住
所

○
建
物

O
定
員

o
職
員

江
南
町
立
江
南
保
育
所

千
代
三
二
三
ー
八

木
造
平
屋
建
（
延
床
面
積
五

〇
九
㎡
）

九
〇
人

所
長
、
保
母
八
名
、
調
理
員

臨
時
職
員

○
保
育
時
問

通
常
　
午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
五
時

長
時
間
（
最
長
で
）

　
午
前
七
時
二
〇
分
～
午
後
六
時
三
〇
分

　
※
長
時
間
保
育

の
申
込
み
が
別
途
必

　
　
要
に
な
り
ま
す
。

O
主
な
行
事

（
毎
月
）
お
た
の
し
み
会
、
避
難
訓
練

（
時
季
）
各
種
検
診
、
参
観
日
、
七
夕
、

　
　
　
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
親

　
　
　
子
運
動
会
、
遠
足
、
ク
リ
ス
マ

　
　
　
ス
会
等

O
給
食
　
二
歳
児
は
全
て
給
食
で
、
三

　
　
　
　
歳
以
上
児
は
、
主
菜
を
用
意

　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
給
食

　
　
　
　
費
は
保
育
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

○
事
業

（
長
時
間
保
育
サ
ー
ビ
ス
）
〔
九
年
度
は

無
料
〕
　
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
家
庭
の
送

迎
時
間
を
考
慮
し
た
保
育
で
す
。

（
送
迎
バ
ス
運
行
）
〔
無
料
〕

　
保
育
所
ま
で
を
送
迎
バ
ス
が
運
行
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
長
時
間
保
育
を
利

用
さ
れ
る
場
合
、
送
迎
バ
ス
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
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農業教育センター県民の日施設一般公開のお知らせ

小・中学校の児童・生徒のみなさん、町民のみなさん、この秋に農業体験をしてみませんか！　当日は、

ワクワクの〔サツマイモ掘り〕、ホクホクの「焼イモづくり」、トラクターの体験乗車、牛の写生大会な

どの楽しい企画を考えております。

ふるってご参加ください。色付くケヤキ並木の向こうで、自然タップリ、気持ちユッタリ、おなかイッパ

イの農業教育センターの秋をお楽しみください。

　　期　日　　平成9年11月14日働　午前10時から午後3時まで

　　場所　江南町御正新田1355－1

　　　　　　埼玉県立農業教育センター　暦36－1586

※おイモには限りがありますので早めにお越しください。

〕小雨決行します。〔

高
崎
線
熊
谷
駅
か
ら
東
武
バ
ス
小
川
町

駅
行
き
・
小
原
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
行

き八
高
線
・
東
武
東
上
線
小
川
町
駅
か
ら

［東
武
バ
ス
熊
谷
駅
前
行
き

　
　
　
　
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
下
車

至熊谷市

諏盛
隊

　　　罐　県　寄居線．識

至川本町　　　　．●

　　　　　　　　　　　　　　バス停
　　　　　　　　　江南町　　　　（農業教育センター）翠○

　　　　　　　　　コミュニァィ
　　　　　　　　　センター
　　　　　　　　　　　　O　　o

　　　県餅創、、滲霧　●國
　　　　　　　の至小川町　　　　　　　　　　　畜産センター

灘響
、
耕

鰍鵬繭　
　
一

道
路
の
穴
に
こ
注
意
を

　
自
動
車
な
ど
で
走
行
中
、
道
路
に
穴

が
あ
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
穴
は
、

走
行
中
の
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
ミ
ス
を
誘

い
、
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
タ
イ

ヤ
の
パ
ン
ク
、
ホ
イ
ー
ル
の
損
傷
な
ど

の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
危

険
で
す
。

　
こ
の
穴
は
、
舗
装
道
路
に
し
て
か
ら

年
数
の
過
ぎ
た
道
路
、
交
通
量
の
多
い

道
路
、
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
が
で
き
や

す
く
、
こ
の
た
め
町
で
は
、
こ
の
穴
を

早
期
に
発
見
し
危
険
の
な
い
よ
う
に
道

路
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
道
路
の
穴
や
危
険
な
箇
所
な
ど
に

気
付
か
れ
た
場
合
に
は
、
地
元
の
区
長
、

役
員
さ
ん
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
担
当
課
建
設
課

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください

11月の当番 工　事　店　名 電話番号

1　・　6　●　11　●　16●21　●26 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
2　●　7　●　12　。　17　●22　●　27 ㈱光　栄　建　設 36－1052

3　・　8　・13・18・23・28 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

4　・　9　・14・19●24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662

5　●　10●15　●20●25●30 ㈲松　本　設　備 36－5177
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八
時
半
に
朝
食
を
す
ま
せ
た
あ
と
ホ

テ
ル
を
出
発
し
、
今
日
の
最
初
の
訪
問

先
で
あ
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
庁
舎
に
到

着
し
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
庁
舎
は
ホ

テ
ル
の
近
く
に
あ
り
、
国
会
議
事
堂
に

よ
く
似
た
建
物
で
あ
っ
た
。

　
私
達
が
訪
れ
た
災
害
対
策
本
部
は
、

市
庁
舎
と
道
路
を
隔
て
た
反
対
側
に
あ

り
、
独
立
し
た
建
物
の
地
下
四
階
に
あ

っ
た
。

　
そ
こ
は
、
さ
す
が
に
厳
し
い
警
備
が

あ
り
、
誰
で
も
入
れ
る
所
で
は
な
か
っ

た
。
よ
う
や
く
↓
つ
の
事
務
所
に
通
さ

れ
た
。
ア
マ
・
デ
イ
女
史
が
迎
え
て
く

れ
、
団
長
が
お
み
や
げ
の
羽
子
板
と
埴

輪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
彼
女
は
羽
子

板
を
み
て
、
綺
麗
だ
と
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
た
。

　
コ
：
ヒ
ー
と
ジ
ュ
ー
ス
の
も
て
な
し

を
受
け
説
明
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
、
本
部
の
組
織
に
つ
い
て
①
組

織
さ
れ
た
経
過
②
組
織
の
運
営
法
③
組

織
の
活
動
・
実
践
の
様
子
を
説
明
し
て

く
れ
た
。
彼
女
は
こ
の
組
織
の
中
枢
に

お
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
こ

と
。
　
緊
急
時
に
は
よ
り
早
く
情
報
を
と
ら

え
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
市
は
人
口
三
五
〇
万
人
。

八
年
前
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
災
害
の
際
、

地
域
の
人
々
の
動
き
方
が
わ
か
ら
ず
、

ま
た
連
絡
の
取
り
遅
れ
な
ど
に
よ
り
大

き
な
災
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
の
こ
と
を
教
訓
に
法
律
を
制
定

し
て
、
広
域
的
な
対
策
が
と
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
カ
ウ
ン
テ
ィ

（
ロ
ス
群
と
い
い
八
十
八
市
あ
る
）
の

本
部
で
あ
り
、
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
、

人
材
を
派
遣
し
、
す
べ
て
の
地
域
が
同

じ
サ
イ
ン
、
同
じ
用
語
で
統
一
し
た
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
実
際
に
職
員
が
働
い
て
い
る

部
屋
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
　
（
常
時
十

五
人
、
有
事
の
際
に
は
各
部
の
応
援
が

あ
る
）
ま
さ
に
本
部
の
頭
脳
と
言
う
べ

き
、
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
統
制
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で

は
職
員
も
、
何
ヶ
所
も
の
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
て
席
に
着
く
と
い
う
物
々
し
さ
で

あ
っ
た
。
こ
の
本
部
を
守
る
た
め
で
あ

る
。
今
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り

大
丈
夫
と
の
こ
と
。

　
説
明
の
あ
と
、
私
達
訪
間
団
か
ら
た

く
さ
ん
の
質
間
が
で
た
。
ア
ナ
女
史
は

熱
心
に
答
弁
し
て
く
れ
、
十
二
時
を
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
帰
り
に
市
長
か
ら
、

記
念
の
ロ
ス
市
の
バ
ッ
ジ
を
頂
い
た
。

庁
金
剛
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
次
の
目

的
地
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
ヘ
向
か

っ
た
。

　
こ
こ
は
昨
日
の
見
学
予
定
地
で
あ
っ

た
が
、
霧
の
た
め
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

か
ら
の
飛
行
機
が
遅
れ
、
今
日
に
見
送

ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
。
ド
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
は
市
街
地
の
高
台
に
あ
っ
た
。
今

は
丁
度
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
球
場
は
ガ
ラ

リ
と
し
て
い
た
が
、
お
み
や
げ
店
は
野

茂
一
色
で
あ
っ
た
。
野
茂
の
人
気
は
地

元
で
も
大
変
な
も
の
だ
。
球
場
の
高
い

所
か
ら
マ
ウ
ン
ド
を
見
下
ろ
し
た
の
で
、

す
り
ば
ち
の
よ
う
で
あ
り
、
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
て
い
た
。

　
三
十
分
程
の
見
学
を
終
え
、
昼
食
の

た
め
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
ヘ
向
か
っ
た
。

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
し
か
も
バ
イ
キ

ン
グ
と
聞
い
て
嬉
し
く
な
っ
た
。
バ
イ

キ
ン
グ
な
ら
少
し
取
れ
ば
良
い
か
ら
…
。

何
し
ろ
ホ
テ
ル
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も

そ
の
量
の
多
さ
に
た
じ
た
じ
だ
っ
た
。

私
達
が
普
段
食
べ
て
い
る
倍
以
上
の
量

だ
。
や
た
ら
に
注
文
し
よ
う
も
の
な
ら

手
に
お
え
な
い
。
決
し
て
味
が
悪
い
わ

け
で
は
な
い
が
と
に
か
く
デ
カ
イ
。
必

死
で
食
べ
な
け
れ
ば
…
。
そ
れ
で
も
残

し
て
し
ま
う
の
で
申
し
訳
な
い
。

　
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
す
し
、

漬
物
、
お
ひ
た
し
な
ど
馴
み
深
い
も
の

が
あ
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
。
で
も
、

日
本
で
食
べ
る
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。

日
本
酒
や
日
本
の
銘
柄
の
ビ
ー
ル
も
あ

っ
た
が
、
地
元
で
造
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
微
妙
に
味
が
違
っ
て
い
た
。

　
昼
食
の
後
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

中福
田
ケ
イ
子
典
子

オ
ヘ
移
動
し
た
。
映
画
制
作
ス
タ
ジ
オ

に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
合
体
さ
せ
た
人

気
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。

　
四
両
連
結
の
ト
ラ
ム
（
ト
ロ
ッ
コ
の

よ
う
な
乗
り
物
）
に
乗
っ
て
実
際
の
映

画
の
セ
ッ
ト
や
そ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
体

感
す
る
、
四
十
分
間
の
ツ
ア
ー
か
ら
始

ま
っ
た
。
ど
の
セ
ッ
ト
も
良
く
出
来
て

い
る
。
何
か
そ
の
場
面
に
自
分
が
居
る

か
の
よ
う
な
錯
覚
さ
え
し
た
。

　
圧
巻
は
何
と
言
っ
て
も
「
大
地
震
」

「
キ
ン
グ
コ
ン
グ
」
　
「
ジ
ョ
ー
ズ
」
の

シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
子
供
の
よ
う
に
は

し
ゃ
い
で
し
ま
っ
た
。
続
い
て
ス
タ
ジ

オ
セ
ン
タ
ー
へ
。
ま
ず
は
超
人
気
の
「
バ

ッ
ク
ト
ゥ
　
ザ
フ
ユ
ー
チ
ャ
ー
」

そ
し
て
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
」
「
バ

ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
」
な
ど
の
ワ
ン
シ
ー
ン

の
体
感
に
感
動
と
驚
き
の
連
続
で
あ
っ

た
。
　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日
を
終
え
て
、

ホ
テ
ル
に
着
い
た
の
が
十
八
時
を
ま
わ

っ
て
い
た
。
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トピツウス

・
、
鑑 艦迄

灘
1　秘　　

身近かな話憲ホットなニュースをお寄せください。

1鍵

窪　け

灘
畷
、
藍

ぎ
　
ず
が
り
　
ぎ
ほ

　
　

o
o
置
o
↑

灘

騒
講

重

顯礁黙鯉蕪

〆

　　　　　　　　『騨
　　　　畿璽』、・　　　　　　事
　、駕無灘　醜嶺、躯　歪

鵡　繍、

　，、職鞠翻

穐、蹴舷・触

黙

南小学校（9／20） 編　　』　　，　　　　　ヘ　　　エ　ワ

　　ヤ　　璽鮒　　塗　　｛　　〔－　　　「講、繊、。r、

雪§

　　　　　　　　デ　
霧麗鐵難鰯鐡議灘

●
撚雌麟

　　N　H　Kが栗の取材

10月2日（木）、NHK浦和放送局放送セ

ンターが、江南町特産の「栗」の取材に

来ました。

取材はまず、栗の木を撮影し、加工所

へと移り、健康教室の会員による栗のし

ぶかわ煮（ふるさと認証食品）の加工の

様子を撮影しました。　　　（10／4放映）
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身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

綱引き

　織～
　嵐爵禽．

　・麟
算
巽
醐

トごツワス

　
　
漁

＼
㌻
、罪

灘灘繍懸

il

リレー

一籍 ．

鱗

南北対抗

皿匪晃

（10月110日）

－
『
o
互
O
ω

（8）



トビツワス

灘　
r
’

身近かな話題、ホットなニュース；をお寄せくたさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　字別対抗

　　　　　羅

　塾遡
〆

　　　華　　響、，

←麟．，

博　・　嶺

緯一劣ボ鱒膨‘梨まば寮み競争…

男女字別

麟

享蒙

醤

・垂叢

w
◎

　　　　　綱引き

（9）



、
㌧
、

辱

り
し
‘
ぢ
ら
係
・
健
婦
で
す

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の

不
足
に
よ
り
骨
の
中
が
ス
カ
ス
カ
に
な

り
、
骨
が
つ
ぷ
れ
た
り
、
折
れ
た
り
し

や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
特
に
妊
娠
・

出
産
・
授
乳
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
必

要
な
た
め
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不

足
し
が
ち
な
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

五
十
歳
を
越
え
た
頃
か
ら
急
に
多
く
な

り
、
六
十
五
歳
以
上
の
女
性
の
場
合
、

約
半
数
が
骨
粗
し
ょ
う
症
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
骨
折
し
や
す

く
な
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

①
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
摂
ろ
う

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
一
番
の
原
因
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
。
積
極
的
に
牛
乳
や

小
魚
・
海
藻
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

②ビ

タ
ミ
ン
D
も
た
く
さ
ん
摂
ろ
う

　
カ
ル
シ
ウ
ム
が
身
体
に
吸
収
さ
れ
る

時
に
必
要
な
の
が
ビ
タ
ミ
ン
D
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
D
は
干
し
し
い
た
け
や
青
背

引
、

？
㌔
▽

の
魚
、
う
な
ぎ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
積
極
的
に
摂
取
し
ま
し
よ
う
。

③
適
度
な
運
動
で
骨
を
き
た
え
よ
う

　
骨
は
運
動
に
よ
っ
て
適
度
な
刺
激
を

受
け
る
こ
と
で
、
骨
形
成
が
盛
ん
に
な

り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
貯
蔵
し
て
丈
夫
に

な
り
ま
す
。
適
度
な
運
動
を
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
日
光
浴
を
し
よ
う

　
日
光
浴
を
す
る
と
皮
下
脂
肪
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
D
が
多
く
作

り
出
さ
れ
ま
す
。

⑤
タ
バ
コ
と
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に

　
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
は
、
骨
量
を

減
ら
し
ま
す
。

㌃

｝

魅
L

．
渉

が
あ
っ
た
り
、
骨
が
す
で
に
弱
く
な
っ

て
い
て
骨
折
し
や
す
い
状
態
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

骨
密
度
は
、
外
見
で
は
判
断
で
き
ま
一

せ
ん
。
自
分
の
骨
が
ど
の
く
ら
い
の
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

度
を
保
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
に
は
検

診
が
何
よ
り
も
有
効
で
す
。

骨
密
度
測
定
を
実
施

日
時
十
一
月
二
十
三
日
㈲

　
　
　
　
（
健
康
ま
つ
り
時
）

　
　
　
　
午
前
九
時
ー
午
後
三
時

対
象
二
十
～
六
十
歳
未
満
の

　
　
　
　
女
性

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
受
付
は
午
前
九
時
か
ら
で
、

　
先
着
四
十
名
と
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
昨
年
の
健
康
ま
つ
り
時
に

検
診
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
受
診
者
五

十
六
人
の
う
ち
、
正
常
域
が
十
五
人
の

み
で
、
要
注
意
域
（
骨
量
が
減
少
ぎ
み
）

の
人
が
二
十
三
人
で
、
注
意
域
（
骨
量

減
少
）
の
人
が
十
八
人
と
い
う
結
果
で

し
た
。
正
常
な
人
は
受
診
者
の
二
六
・

八
％
で
、
残
り
の
人
は
注
意
す
る
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

殊』り
　㌔　　　　　誓、　　～
　　〆　　　曳ノ
　　麹〆むρ
　　嶋　　』ゐ　　I

　玉　　　　　I　　　　　L　　　　　塞　　　　　｝　　　　　ヤ　　　　　つ　　　　　ロ！　、

（ク　＼〆

　
十
月
十
日
、
第
三
十
一
回
町
民
体
育

祭
が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
下
で
盛

大
に
行
わ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
各
競
技
種
目
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
V

▽
一
〇
〇
m
競
走
（
一
位
）
タ
イ
ム
（
秒
）

　
中
学
生
男
子
高
橋
雄
太
1
2
・
9
7

　
一
般
男
子

　
　
3
0
歳
未
満
吉
田
　
正
人
1
2
・
28

　
　
3
0
～
4
0
歳
　
矢
部
　
　
護
1
2
・
92

　
　
4
0
～
5
0
歳
　
大
島
　
敬
治
1
4
・
2
3

▽
五
〇
m
競
走
（
一
位
）
タ
イ
ム
（
秒
）

　
一
般
女
子

　
　
3
0
歳
未
満
　
鈴
木
文
子
8
・
2
8

　
　
3
0
歳
以
上
　
小
高
洋
子
8
・
14

　
一
般
男
子

　
　
5
0
～
6
0
歳
　
鈴
木
　
　
昭
7
・
62

　
　
6
0
歳
以
上
　
大
島
　
正
巳
7
・
5
7

▽
一
〇
〇
〇
m
競
走
タ
イ
ム
（
分
）

小
学
生
男
子

　
　
一
位
斉
藤
剛
士
3
・
33
・
4
5

　
　
二
位
高
橋
健
太
3
・
3
3
・
8
6

　
　
三
位
　
田
嶋
智
幸
3
・
3
5
・
6
3

小
学
生
女
子

　
一
位
大
橋
美
加
4
・
0
5
・
0
3

　
二
位
中
沢
　
歩
未
4
・
05
・
4
9

　
三
位
坂
上
　
　
舞
4
・
0
7
・
5
6

▽
一
五
〇
〇
m
競
走
タ
イ
ム
（
分
）

中
学
生
男
子

　
　
一
位
梅
津
　
　
允
5
・
07
・
88

　
　
二
位
　
清
水
　
史
紀
5
・
1
9
・
64

　
　
三
位
吉
田
　
裕
道
5
・
2
4
・
6
6

一
般
男
子

　
一
位
内
田
　
努
4
・
5
1
・
1
4

二
位
太
田
　
謙
一
4
・
5
6
・
4
8

三
位
大
田
　
正
勝
4
・
58
・
71

▽
字
別
ム
カ
デ
競
争

六五四三二一
位位位位位位

塩三千小板パ
　　　江　 1
　本代川井ク
　　　　　シ
　　　　　テ
　　　　　イ

　　　　▽
　　　　字
四三二一別
位位位位綱
　　　　引
成小板須き
　江　貝
沢川井広

（1①



　　　　　　　　おはなし会のお知らせ

　O日程　11月8日（土）ll月22日（ガ

　○場所　おはなしコーナー

　○時間　午後2時30分～午後3時
　o対象　小学3年生以下
　o内容　紙芝居、絵本ほか

Oたのしいおはなしがいっぱいです。
お友達をさそってみんなで来てください。

』1．r『T㌧1雌へ．，・ 酒☆
・1

　　　　　　　　　〈児童書〉
　（著　者）　　i　　　（書　名）

尺　村　貞　子　i　学校のざしきわらし

化　杜夫iこぷとり
斉藤茂太iせんせいマッッァオこわ一い話
佳　名　　　誠　i　たぬきちおばけになる

度辺雄二iフライパンパパ
プルーガイドパック編　i　はらぺこきょうりゅうおおあばれ

左　藤雄　一　i爆発ダジャレじてん
涜売新聞校閲部　i　ぽくの中学生時代

酉尾道徳i道ばたの食べられる山野草
尼玉光雄iワクワクトランプあそび占いと手
辛　　　林太郎　：　　　　　　　　他多数ありますの

土
1
8
1
5
2
2
2
9

一11月のカレンダー

日月火水木金

23④5679⑩11121314
16⑰⑱192021
2324⑳262728
30

O開館時間　午前9時～午後5時
　●印は休館日

〈π讐書毫）　－巽◇亭蘭（著者）i〈鷺書毫）　　　（著者）
老いの語らい　　　・ ，・∵ 、沢村貞子：学校のざしきわらし　　　　松谷みよ子
簿灘星き上手　 ☆、藷藤鮫這慧1マッッァオこわ一、、話総歪よ美
ギョーザのような月がでた　　　　　　　椎　名　　　誠　i　たぬきちおばけになる　　　　　　せ　な　けいこ
知っておきたい食品鮮度の知識　　　　　渡　辺　雄　二　i　フライパンパパ　　　　　　　　　高　畠　ひろき
信州で出会いたい花50選　　　　　　　　ブルーガイドパック編　i　はらぺこきょうりゅうおおあばれ　　間瀬　なおかた

眠れない夜に考える20の小さな疑間　　　佐　藤雄　一　i爆発ダジャレじてん　　　　　　　こどもくらぶ
間違えやすい漢字使い分けハンドブック　読売新聞校閲部　i　ぽくの中学生時代　　　　　　　　　みなみらんぽう
有機栽培の基礎知識　　　　　　　　　　西　尾　道　徳　i　道ばたの食べられる山野草　　　　　村　田　信　義
リラックス脳活性法　　　　　　　　　児　玉　光　雄　i　ワクワクトランプあそび占いと手品　南條　　　武
凍血樹林　　　　　　　　　　　　　　　梓　　　林太郎　i　　　　　　　　他多数ありますのでご利用ください。

　10月27日から二週間　読書週間です
読書普及のためrの行事週間。大正13年図書館週間として発足し、のちに図書祭と改称され、昭和13年から日中戦争、
第二次世界大戦などにより一時中止されたが、昭和23年に復活し、次年以後、毎月10月27日から二週間を読書週間とす
ることになった。

秋の夜長にゆっくりと読書に親しんでみませんか。

O風と共に去りぬ　　マーガレット・ミッチェル　　　※9月号紹介の芥川賞作品　　　　　　‘萎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「水滴」入荷になりました。

▽
字
別
玉
入
れ
　
決
勝
個
数

六五四三二一
位位位位位位

上
押
切
三
本

塩
千
代

御
正
新
田

小
江
川

19　22　23　24　25　30

▽
女
子
字
別
リ
レ
ー
（
四
人
）
タ
イ
ム
（
分
）

六五四三二一
位位位位位位

板千樋柴成中
　　春
井代北　沢央

－
　
●

－
　
●

－
　
　
■

－
　
●

－
　
●

－
　
●

11　11　10　08　06　04

47　43　44　78　27　79

▽
男
子
字
別
リ
レ
ー
（
四
人
）
タ
イ
ム
（
分
）

六五四三二一
位位位位位位

野中成板三千

原央沢井本代

▽
総
合
成
績
（
得
点
）

優
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

第
六
位

－
　
●

－
　
●

－
　
●

－
　
●

－
　
●

－
　
●

中上パ千三板
　押i央切ク代本井
　　シ
　　テ
　　イ

31　29　28　28　28　27

49　13　63　51　28　19
15　15　16　19　19　23

占占　占占占占

※
同
得
点
の
場
合
は
、
玉
入
れ
の
個

数
上
位
優
先

　
九
月
二
十
八
日
、
第
九
回
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
運
動
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
、
ナ
イ
タ
ー
で
行
っ
て

い
た
大
会
で
す
が
、
参
加
者
の
増
加
に

よ
り
A
7
天
会
よ
り
午
前
九
時
半
よ
り
競

技
を
開
始
、
個
人
戦
と
合
わ
せ
て
団
体

戦
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加

し
た
一
一
六
名
は
、
思
い
思
い
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
位
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

　
※
競
技
は
、
二
十
ホ
ー
ル

▽
個
人
戦
一
般
男
子
の
部
（
ス
コ
ア
）

優
勝
鎌
塚
勘
一
　
5
4

準
優
勝
　
新
井
　
一
二
　
　
5
7

第
三
位
　
小
沢
　
清
一
　
5
7

▽
個
人
戦
一
般
女
子
の
部
（
ス
コ
ア
）

優
勝
持
田
澄
江
5
6

準
優
勝
　
須
永
　
作
子
　
57

第
三
位
大
沢
あ
き
子
　
5
8

※
同
ス
コ
ア
は
、
年
齢
上
位
者
優
先

▽
団
体
戦
の
部

優
勝
樋
春
南
A

準
優
勝
　
↓
、
一
本
A

第
三
位
　
樋
ノ
ロ
A
　　　　　　　　　　　父

245243239コ
　　　　　　　　　　　z

（11）
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で

需
也
正
f

ら
一か
タ
厩

分
ン製
φ

9
福蠣
易
所
易

　
場

訓練非常招集と

火災防ぎょ演習のお知らせ

　江南消防団員及び消防職員による

訓練非常招集が次のとおり行われま
す。

日時11月9日（日）

　　　午前7時～8時
場所江南町大字野原623
　　　文殊寺
　なお、当日は消防団員を招集する

ためのサイレンを鳴らしますが、火

災と間違わないようお願いします。

建物を取り壊したら「滅失届」を

　　　平成9年1月2日以降に建物を取
●　　　り壊したかたは、税務課へ「建物の
　　滅失届」を提出して下さい。また、

　　平成10年1月1日までに取り壊す予
　　定のあるかたは、取り壊し後に届け

　　出をお願いします。用紙は税務課に　F

　　用意してあります。

　　持ち物　印かん
　　問合せ　税務課　36－1521内線254

11月は国民年金制度

推進月間です

　全ての人に国民年金制度の意義・

目的を理解してもらえるように、11

月を国民年金制度推進月間としてい

ます。

　人生80年時代といわれる今日、豊

かで健やかな明るい老後を送るため、

一人ひとりが自覚を持って国民年金

に加入してください。

長期に外国へ居住される人は

国民年金に任意加入できます

～海外居住を予定されている人へ～

　海外へ居住した場合、国民年金は

任意加入といって自分の希望で加入

を決められます。

　しかし、将来受けられる年金額は

納付した月数で計算されますので、

任意加入して保険料を納付されるこ

とをお薦めします。

（老齢基礎年金の年金額）の例

40年間納付した場合……785，500円

25年間納付し、15年間任意

加入しなかった場合・一・490，900円

※任意加入したときの納付方法

国内での最終住所地に親族が住んで

いるとき

　→親族に協力者になっていただき、

　　最終住所地で手続きをします。

国内での最終住所地に親族が住んで

いないとき

　→日本国民年金協会に依頼して手

　　続きをします。

偲欝嚇，）

全国一斉秋季火災予防運動

　朝夕めっきり寒くなり、これから

火災の多発期に向かいます。

　11月9日（日）から11月15日仕）まで、

秋季火災予防運動が全国一斉に行わ

れます。

　熊谷地区消防組合管内における火

災件数は、昨年の85件に対し、本年

8月までに64件で、昨年同期に比べ

19件の増加となっています。

　火災原因は、放火及び放火の疑い、

たばこ、たき火の順となっています。

　これらの火災原因は、皆さんのち

ょっとした注意により十分防止でき

るものがほとんどを占めております。

　　火災予防運動の重点目標

1．住宅防火対策の推進

2．地域における防火安全体制の充実

3．特定防火対象物等における防火安

　全対策の徹底

　火の用心・7つのポイント
1．家のまわりに燃えやすいものを置

　かない

2．寝たばこやたばこの投げ捨てをし

　ない。

3．天ぷらを揚げるときは、その場を

　離れない。

4．風の強いときは、たき火をしない。

5．子供には、マッチやライターで遊

　ばせない。

6．電気器具は正しく使い、たこ足配

　線はしない。

7．ストーブには、燃えやすいものを

　近づけない。

『
8
『
ヨ
舞
δ
5

ふ
と
目
覚
め
闇
の
ち
ち
ろ
と
刻
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

虫
時
雨
炊
事
場
か
ら
も
加
は
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

雨
音
の
止
め
ば
忽
ち
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

夜
の
バ
ス
降
り
る
や
虫
の
音
楽
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

雨
し
き
り
ち
ち
ろ
何
処
に
身
を
置
く
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

鈴
虫
の
次
の
声
待
つ
し
じ
ま
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

露
天
風
呂
虫
の
コ
ー
ラ
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べきか！～

年度就職活動を行う女子

生（大学・短大・専門学

会を開催します。

50人（入場無料）

谷女性職業センターへ電

または来所

リモラ熊谷（熊谷女性職

センター）實23－2816

修
㈹
3
0
谷
の
金
事
の
所
込

研
日
時
熊
望
成

の
1
8
1
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希
助
て
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安
申
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後
玉
加
「
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つ
に
時
　
所
み

容
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場
申

お緯づノ
・
．
瑠
の

　
彩

　匙轡雅ザニゴ・郵一『鵬享据ド［　寧

　　　　自衛隊生徒募集

概要4年間の教育のうち、3年
　　　　間で高卒の資格を、残り1

　　　　年間で技術の取得をします。

　　　　全員、学生宿舎で生活し、

　　　　被服類・寝具・食事・宿泊

　　　　は一切無料です。

資　格　日本国籍を有し、平成10年

　　　　4月1日現在で15歳以上17
　　　　歳未満の男子で、中学校卒

　　　　業者（見込みも含む）

受付　　平成9年11月1日から

　期間　平成10年1月4日まで

試験平成10年1月5日
申込・　自衛隊埼玉地方連絡部熊谷

間合せ　募集事務所麿22－4855

壕麓◇☆◇、驚

　　行政・心配ごと相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。

日時11月25日㈹

　　　女子学生就職活動

　　　　準備セミナー

　来年度就職活動を行う女子学生に

対して、働くことの意味を考え、就

職に向けての実際的な情報や就職活

動のノウハウなどを提供します。

日時11月15日（土）

　　　　午後1時30分～3時30分

場所熊谷市立文化センター

講師松岡保昌㈱リクルート
　　　　クリエイティブディレクター

テーマ　「就職活動成功のポイント」

　　　　～今、あなたは何をすべき

　　　　　か？これから、どう重力く

心
戸
籍
だ
よ
り
一
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．
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成
　
沢

押
　

切

御
正
新
田

野
　
原
　
き

小
江
川
　
　
こ

救急出動状況 9　月 累　計

交　　　　　　通 7件 56件

一　般　　負　傷 0件 16件

急　　　　　　病 15件 137件
そ　　　の　　　他 3件 35件

合　　　　　　計 25件 244件

10月1日現在

人口　12，750人　　＋12人

男6，259人＋10人
女6，491人＋2人
世帯　3，819世帯　＋9世帯

　　5

＿調餅

一
r
ー
り

仁
皇
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12，730・

12，710

人／戸
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3，800

3，790
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　　　　かず　　なり

新井一成ちやん魯
　平成9年1月25日生

両親｛美薫磁押切

　パパにとってもそっくり

な、わがやのかずくんです。

　これからも、健康で元気

な男の子にそだってほしい

です。

　　　　ひろ　　　き

新井宙希ちゃん禽
　平成8年12月21日生

両親｛纂畿蜥田
　おやつの大好きな宙希く

ん。早く歩けるようになっ

て、お姉ちゃんと一緒にぶ

らんこやすべり台で遊べる
とい㌧・オ＆。

　早く大きくなってね。

根岸あすかちゃん＠
　平成9年2月20日生

両親儒糠中央
　ワタチは今、離乳食をパ

クパクゴックン、モグモグ

ゴックン。好物は、とびき

り新鮮な“チ・ラ・シ”。

ビリビリゴックン、クチャ

クチャゴックン！？

　　　　た　　　え
森田多恵ちゃん＠
　平成9年1月18日生

両親｛鮮歎須賀広

　多恵は家族の宝物です。

その笑顔を絶やすことなく

のびやかに、しなやかに、

素敵な娘へと成長すること

を願っています。
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